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●東近江市永源寺相谷町1152-1●TEL：0748-27-0049
●営業時間：11：00～ 
　※要予約（ランチは当日可、ディナーは前日までに連絡を）
●定休日：毎週火曜日（但し、祭・祝日前の火曜日は営業）
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高校卒業後は福井大学に進学し、当時、

最先端の学科とされていた応用物理学

科で学んだ。卒業した66（昭和41）年

は不況で就職難の年だったが、東京

の会社に就職が決まった。ところが一

人っ子の私が上京することに両親は大

反対。「家や田畑は誰が守るのか！？」

と言われ、せっかく決まっていた内定

を断らなければならなかった。教授の

すすめで大学院に進学し、２年後に今

度は京都の電子部品メーカーへ行くこ

とになった。

メーカーでは本社の研究開発部門に配

属になり、マイクロ波技術の開発に携

わった。高価な設備を次々と導入して

もらい、研究成果をあげていった。し

かし通勤に２時間もかかるうえ、実家

が農家なので休みの日には農作業もし

なくてはならなかった。体力的に厳し

くなった私は、実家の近くで会社を興

すことにした。組織の中でのモノづく

りではなく「自分でやりたい」という思

い、そして子どものころの「モノづく

りの会社をつくりたい」という夢が、

決意を後押しした。

「上」で述べたように、アメリカのオム

ニスペクトラ社と取引ができたおかげ

で、独立は成功した。だが売り上げが

５～６億円まで到達したところで、急

に伸びが止まってしまった。初めてぶ

つかった壁だった。原因をあれこれ考

えるうちに精神的な部分が足りないと

気づいた。つまり従業員みんなの心が

一つになれる「この方向に進むんだ！」

というお題目が必要だということだ。

そこで私は「人格の向上」「創業の精神」

「永遠の繁栄と真の幸福」という三つの

社是を掲げた。これが大正解だった。

売り上げは再び上り調子になり、その

後12～13億まで伸ばすことができた。

４年後の87（昭和62）年には従業員が

10人に増え、営業と技術部門を近江

八幡市に移転させた。

この年は転機の年だった。オムニスペ

クトラ本社がアメリカにある別会社に

すでに買収されており、日本での業務

を担当する合弁会社オムニスペクトラ

ジャパンは不要となってきた。そこで

その経営権を買い取ることになった。

私は事業内容を輸入品の販売から自社

製品の製造・販売へと切り替え、社名

を「東洋を舞台にする」という願いをこ

めて「株式会社オリエントマイクロウェー

ブ」と改称し、新たな一歩を踏み出し

たのだった。

43（昭和18）年東京都生まれ、生後
間もなく西押立村（現東近江市）
に帰郷。62（昭和37）年彦根東高校
卒。66（昭和41）年福井大学工学部
応用物理学科卒。68（昭和43）年同
大学大学院工学研究科応用物理
学専攻修士課程修了後、大手電
子部品メーカーに入社。83（昭和58）
年大手電子部品メーカーを退社し、
合弁会社オムニスペクトラジャパ
ンを設立。87（昭和62）年株式会
社オリエントマイクロウェーブに改称。
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●大津市中庄1-22-28 ●TEL：077-523-1118
●開館時間10：00～16：00 
●休館日：月曜日（祭日は除く）、12/28～1/7 
●入館料：大人700円　高校生以下500円
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東近江市（旧永源寺町）にある「イタ

リア料理あづまや」は、歴史ある料

理旅館を改装した落ち着いた空間

が自慢のレストラン。窓の下を流

れる愛知川の水の音を聞きながら、

時を忘れて食事が楽しめる。

今回ご紹介するのは

【おまかせのコース料理】（1500円）
・サラダ仕立ての前菜
・スパゲティ ・フランスパン
・デザート ・コーヒー

※季節に応じて内容が変わる

伊勢志摩の魚介類や地元でとれた

野菜をふんだんに使うなど、食材に

こだわり、旬を大切にしたメニュー。

この日の前菜はホタテのパン粉焼き。

柚子のマーマレードドレッシングが

かかったサラダは、さっぱりとお

いしい。牡蠣とブロッコリーを使っ

た春のスパゲティは、牡蠣のエキ

スが口の中に広がり風味豊か。酸

味のあるフレッシュトマトのソー

スが最高。

「永源寺ののんびりした空気の中で、

ゆっくりと料理を味わってほしい」と

シェフの鈴木敏夫さん。陽気なシェ

フとの会話も楽しい。 （取材・高木）

大津市中庄にある膳所焼美術館の庭園に

水琴窟「陽炎の泉」が誕生した。 

水琴窟は、茶人、庭師として知られる小

堀遠州が考案した、排水装置である洞水

門に起源があるとされている。ちょうず

鉢のそばの地下に陶器の甕が埋められて

いて、水が落ちると琴のような音が反響

する仕掛けになっている。片方を地面に

つけた竹筒を耳に当てると「カーン」とい

う風情のある音が聞こえてきた。

「楽器の音とはまた違った、自然の音を楽

しんでください」と館長の岩崎新定さん。 

このあたりは地下の水位が高く、かつて

は美術館の敷地内に「陽炎の池」と名付け

られた美しいわき水があった。水琴窟は

それにちなん

で「陽炎の泉」

と名付けられ

たという。

膳所焼は江戸

時代初期に誕

生した茶陶と

して有名で、当時は大名間の贈答用とし

て重宝がられた。小堀遠州が好んだ遠州

七窯のうちの一つとしても知られている。

美術館には当時の膳所焼が展示されてお

り、展示即売場では現在の膳所焼を購入

することができる。　　　　　　（取材・澤井）
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店の窓の下には愛知川が流れる

※写真は2人前


